
 
大会公式プログラム 
本リーグ戦の大会公式プログラムをゲート
にて 1000 円(KUSS 会員 800 円)で販売して
おります！ 
☆24大学の登録メンバーのプロフィール 
☆福島春樹×湯澤聖人スペシャル対談 
（専大・来季浦和レッズ内定） （流経大・来季柏レイソル内定） 

☆24大学サッカー部自慢 

スペシャル企画満載です！ 

大学サッカー観戦の 
マストアイテム❤ 

ぜひゲートにてお買い求めください！ 

●  
 

5月 2日(土)13:50Kick off 
vs 朝鮮大学校 
＠東洋大学朝霞グラウンド 
 
●青山学院大学,  
5月 2日(土)11:30Kick off 
＠県立保土ヶ谷公園サッカー場 
 

●産業能率大学 
5月 2日(土)11:30Kick off 
vs東京国際大学 
＠産業能率大学第二グラウンド 
 

両校同時 

集中応援！ 

集中応援情報 
 

 

  

日体大と東国大好調発進の直接対決に注目！ 
 

JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦 ２部星取表 
［2部第 2節終了時］ 

 

アシストランキング 

1 位 金 秀勇(朝鮮大)3 アシスト 

2位 福田 圭佑(日体大)2アシスト 

高野 遼(日体大)  

   進 昂平(東国大) 

 
 
  

 

得点ランキング 
 藤井 貴之(日体大)   ４点 

 戸嶋 祥郎(筑波大)   2 点 

花村 颯太(青学大)   2 点 

韓 勇太 (朝鮮大)   2 点 

遊馬 将也(東洋大)   2 点 

高井 和馬(日体大)   2 点 

 
 

              

       

Division 2 2015-No.3 

4 月 11 日(土)、12 日(日)に JR 東日本カップ 2015 第 89 回関東大

学サッカーリーグ戦・2部リーグの第 2節が行われた。 

 今季から 2 部リーグへと戦いの場を移した東国大、昨季 4 位だった

関学大、第 1節から大量得点を獲得している日体大がここまで 2連勝

を飾り、好調なスタートを切っている。特に日体大は 2 節終了時で総

得点 7 と FW陣が活躍を見せた。関学大も昨季昇格を逃した悔しさを

バネに見事に連勝を達成。ここからの戦いに注目だ。東国大は 2 節と

も無失点で抑え、2部リーグで本領発揮。同じく 2部リーグへ降格して

きた筑波大は第1節で悔しいゲームをしたが、戸嶋(2年)の活躍により

4 得点を挙げ、ここから追い上げを図る。それに対し産能大、東海大

は第 2節終了時勝ち点 0と苦いスタートを切っている。これから巻き返

しなるか見どころの一つだ。前節は、集中応援日で応援にも力が入っ 

ていた日大は、先制に成功し逃げ切るかと思われ

たが、アディショナルタイムに同点弾を決められ勝

ち点を分け合う結果に。現在勝ち点 1 で肩を並べ

ている拓大・日大・朝鮮大・青学大の 4 大学の中

で、最初に抜け出す大学にも注目したい。 

 過密日程の中で勝利を手にする大学は果たして

どの大学となるのか、一時も目が離せない! 



4月15日（水）

11:30

埼スタ３

4月15日（水）

13:50

埼スタ３

4月15日（水）

16:00

筑波大G

出場停止：なし
昨年度の対戦：日大２-０東学大／日大３-１東学大

日本大学 VS 東京学芸大学
　拓大と１-１で引き分け、今季初の勝点１を得た日大。
しかし、試合終了直前に追い付かれリードを守り切れな
かったという点では、「勝点２」を逃したと言うべきだ
ろう。51分に相手GKのクリアミスをFW宇都宮勇士（３
年）が決め先制し、DF陣が拓大攻撃陣に最後の仕事をさ
せない守備を見せていただけに、CKからのPK献上が痛
かった。粘りの守備は今節も継続していきたい。
　対する東学大も初戦勝利のあと、前節は試合終盤に同
点弾を許して１-１で引き分けた。13分にMF平田惇（３
年）が見事な先制点を決めたが、その後は昨季３位・東
洋大に主導権を握られる展開。筑波大の攻撃に耐えた初
戦に続き東洋大の強力２トップをよく抑えていただけ
に、85分の失点が悔やまれる。今節も堅守を基本としつ
つ、積極的な攻撃も仕掛けていきたい。

出場停止：なし
昨年度の対戦:なし

　昨季３位の東洋大は前節、東学大と１-１で引き分けて
連勝スタートとはならなかった。13分に先制を許し、な
かなか決定的シーンをつくれない中で終盤の選手交代に
活路を見出し、入ったばかりのFW杉山丈一郎（４年）の
チャンスメイクで85分に追い付いた。昨季は先制され勝
点を逃す試合が続いた前期だけに、古川毅監督は勝点１
でも評価した。支配率は高い中、決定力が鍵だ。
　一方、２部リーグに復帰してきた東海大は連敗スター
トとなってしまった。１部リーグから降格してきた東国
大に、前半こそスコアレスで粘ったものの、後半に入っ
て68分、74分と失点、最後は90分にダメ押し点を許し
た。２点目・３点目は反撃を期して前がかりにならざる
を得なかった裏を取られたものではあるが、まずは最少
失点に抑えることからスタートしたい。

東京国際大学 VS 日本体育大学
　現在２位と１位、連勝チーム同士の東国大と日体大、
注目の初対戦。両監督の采配の勝負も見ものだ。
　開幕戦を１-０で制した東国大は前節、東海大も３-０
で退けて連勝を飾った。開幕戦に続き、前節も前半はま
だ固さが残っている感もあったが、後半に入ってシュー
ト８本で３得点。守備面でも２試合連続無失点と、２年
ぶりの２部リーグは順調なスタートを切ったと言える。
２試合で７得点の日体大攻撃陣も抑え込めるか。
　その日体大も連勝スタート。青学大とは前半の主導権
争いで１-１と譲らなかったが、ハットトリックを決めた
FW藤井貴之（４年）の54分・58分の連続得点でアドバン
テージを握り、攻撃力ある青学大に最後の仕事をさせず
後半はシュート１本に抑えた。先制されると弱かった昨
季の課題を克服する逆転勝利でリズムに乗るか。

東洋大学 VS 東海大学

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

宇都宮勇士（日大・FW・３年） 
 勝ちたかった。ロスタイムに失点して

しまったがそれも自分たちの弱さだと思

うのでそこを課題にして次節からも頑張

りたい。自分の役割は点を取ってチーム

を勝たせることだと思っている。チーム

の目標であるハードワークを一人一人が

意識してやっていきたい。 

平田惇（東学大・MF・３年） 
 東洋大に90分を通してボールを回され

る中、最後に我慢しきれず同点に追いつ

かれてしまった。ただ苦しい時間が続く

ことは予想していたので、思い切り打っ

てみよう勢いをつけたところ、シュート

が入ったのはよかった。 

進昂平（東国大・FW・２年） 
 開幕戦で点が取れていなかったので、

今日の試合でチームに貢献することがで

きて良かった。前半なかなか点が取れな

い中、後半のいい時間帯に点が取れたと

思う。開幕２連勝しているので、この勢

いで次も勝ちたい。 

藤井貴之（日体大・FW・４年） 
 前半は入り方が悪く自分たちのサッ

カーができなかったが、失点してもずる

ずる下がらず、１対１に追いつけたのは

良かった。次は１部から降格した相手で

気持ちも入っていると思うので、負けず

にがんばりたい。 

仙頭啓矢（東洋大・FW・３年） 
 先制されてきつかったが粘り強くやって勝点

１を取れた。得点の前にも何度かチャンスを外

していたので、やっと入って良かったがもっと

決めたかった。勝点を積み重ねることがリーグ

戦では大切なので負けでの勝点０を少なくして

勝点を１でも積み重ねていきたい。 

田村翼（東海大・FW・３年） 

 勝ち点が欲しい試合で失点してしま

い、点を取りに前がかりになったとこ

ろを崩され２失点。自分たちの良いと

ころを全く出せなかった。堅守速攻で

失点を０に抑えて点を奪いたい。とに

かく勝利が欲しい。 

4月15日（水）

18:20

筑波大Ｇ

4月15日（水）

16:00

朝鮮大Ｇ

4月15日（水）

18:20

朝鮮大Ｇ

　黒星スタートを喫した拓大は前節、日大と1‐1で引き
分けた。51分に、相手FWの飛び出しに対応したGKの中途
半端なクリアを拾われ決められてしまったが、ラスト
チャンスとなったCKからPKを得て追い付き、九死に一生
を得た。特に前半はポゼッションで完全に上回りなが
ら、シュートの積極性を欠いて得点に至らなかっただけ
に、今節はいかにシュートシーンを数多く演出できるか
がポイントだ。
　対する朝鮮大は前節、筑波大に挑んだものの2－4で敗
れた。筑波大の攻撃に押されながらも、得意の速攻から
先制点を奪って徐々にリズムをつくったが、前半アディ
ショナルタイムに痛い同点弾を許し、後半に向けて筑波
大に勢いを取り戻させてしまった。後半は被シュート10
本で3失点。それでも72分に1点を返して追いすがっただ
けに、今節こそ復帰後の初勝利がほしい。

　連勝スタートを切り、3位につけている関学大。前節は
粘る産能大を2－1で下した。お互いに積極的な攻撃を仕
掛ける激しい攻防となった試合は、23分に先制するも前
半終了間際の43分に同点を許す接戦。しかし、MF普光院
誠（4年）を中心にチャンスを狙い続け、76分に決勝点を
決めた。昨季も苦しめられた産能大を振り切った勝点3は
大きい。連勝を続けることはできるか。
　対する青学大は、日体大に1－3で敗れてまだ勝利がな
い。2点を追い付く劇的な「勝点1」を奪った初戦の勢い
そのまま、その同点弾を決めたDF花村颯太（3年）が6分
に先制点を奪ったが、30分に同点とされると、後半はま
たも2点のリードを許し、今回はフィジカルにも強い日体
大に力負けという印象だった。球際の戦いで課題が見え
ただけに、短期間で修正できるか。

出場停止：なし
昨年度の対戦:関学大１-４青学大／関学大２-２青学大

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

拓殖大学 VS 朝鮮大学校

筑波大学 VS 産業能率大学

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

関東学院大学 VS 青山学院大学

　初の2部リーグは屈辱の黒星スタートを余儀なくされた
筑波大。負けられない第2節は4得点を奪って朝鮮大を4－
2で下し、面目躍如といったところだ。しかし、前半に先
制点を許すなど苦しい戦いだったのも確か。前半アディ
ショナルタイムの同点弾が後半への良いムードをつくり
出し、後半はシュート10本を浴びせた。これでリズムを
つかみ勝利を重ねられるか。
　一方の産能大は前節、関学大に1－2で競り負け、昨季
に続く連敗スタートとなっている。初戦に続き前半に先
制点を許したものの、同じように前半終了間際で追い付
き、初戦の反省点である連続失点は回避して接戦を演じ
た。球際の争いも激しく、十分に追い付ける可能性も見
せただけに、今後はいかに失点を防いでいくか。筑波大
の攻撃を抑え、反撃の隙を狙っていきたい。

戸嶋祥郎（筑波大・MF・２年） 
 今日はミスから背後をとられて失点し

てしまった。そんな中、前半の最後と後

半開始に点が取れてよかった。自分の

ゴールは綺麗な形ではなかったが、結果

を出すことに常にこだわっているのでそ

の面では良かったと思う。 

植田涼吾（産能大・DF・1年） 
 自分の役目は、守備から攻撃になった時

に全員を追い抜いて前線まで行くこと。得

点シーンはそれを出すことができた。ただ

今日は相手が最初からガツガツ来ていて、

その勢いに負けてしまった。次はガンガン

声を出してもっと点を取りたい。 

亀井大地（関学大・DF・２年） 
 （得点の）前にも同じようなシーンが

あり、富樫がファーに蹴るとわかってい

たので、詰めたら何かあると思っていた。

ただ今日は自分たちのやってきたことが

できなかったので、次は自分たちのサッ

カーで勝ち点3をとりたい。 

花村颯太（青学大・DF・３年） 

 早い時間帯に先制点を取れたことは

良かったが、同点にされたことを引き

ずって勝ちきれなかった。点は取れた

が嬉しいという気持ちはあまりない。

内容的にも完敗。まだ個人個人で戦っ

ているので水曜日までに改善したい。 

池田直樹 (拓大・DF・３年) 
 結構押し込んでいたのでその時間に決め

ていたら勝てた試合だった。勝ち切りた

かった。自分のプレーは全然だめだった。

追う立場ではなく、前半から点を取って勝

ちにこだわりたい。 

金成純（朝鮮大・MF・２年） 
 立ち上がり緊張した中で、ボールを触り

ながらリズムを掴み、得点も良い形で入っ

たが、終了間際に失点。そこから修正した

が手遅れだった。自分たちのストロングポ

イントである走り切ることが出来なかった。

関東は甘くないということを痛感した。 


